
１ 次の(１)～(７)の問いに答えなさい。

(１) (－３２)×(－２) を計算しなさい。

(１)

(２) 定価 a 円の文房具を買うとき，定価に消費税10％を加えた代
金を a を用いた式で表しなさい。

円(２)

１
(３) ２４× を計算しなさい。

３

(３)

(４) 等式 ３a＋２b＝１ を b について解きなさい。

b ＝(４)

４x－３y＋２＝０
(５) 連立方程式 を解きなさい。y＝－３x＋５

x ＝ ，y ＝(５)

(６) 方程式 x２＋７x＝０ を解きなさい。

x ＝(６)

(７) ある数 a の小数第２位を四捨五入して得た近似値は，１０．２で
あった。この a の値の範囲を不等式で表したとき，正しいもの
を次のア～エの中から１つ選んで記号を書きなさい。

ア １０．１４≦ a ≦１０．２４ イ １０．１４≦ a ≦１０．２５

ウ １０．１５≦ a ＜１０．２５ エ １０．１５＜ a ≦１０．２４

(７)

２ 次の(１)～(５)の問いに答えなさい。

(１) 関数 y＝３x＋１ について， x の増加量が３のと
きの y の増加量を求めなさい。

(１)

(２) １から６までの目が出る大小２つのさいころを同時に投げる

とき，目の数の積が４になる確率を求めなさい。ただし，さい

ころの目の出方は同様に確からしいものとする。

(２)

１４
(３) ３つの数 １８ ，４， のうち，最も大きい数はどれか，

答えなさい。
３

(３)

(４) 次の図で，正四角錐の底面は１辺の長さが５cmの正方形であ

り，体積は５０cm３である。この正四角錐の高さを求めなさい。

cm(４)

(５) 次の図で，正三角形ＡＢＣの辺ＡＢは直線 ℓ 上にある。正三

角形ＡＢＣの辺ＢＣ上に，∠ＣＡＰ＝１５°となる点Ｐを，定規

とコンパスを用いて作図しなさい。ただし，作図に用いた線は

消さないこと。

(５)

Ｃ

ＢＡ
ℓ

５cm

受検番号 氏 名

注 意

１ 問題は，表と裏にあります。
２ 答えは，すべて解答欄に記入しなさい。

令和３年度 前期選抜学力検査問題

数 学 （２時間目 45分）

表 合 計 合 計

ynaka
前期



３ 次の図のように，正方形ＡＢＣＤと正方形ＥＣＦＧ

があり，３点Ｅ，Ｄ，Ｃは同一直線上にある。辺ＡＤ

と線分ＢＥの交点をＨとするとき，下の（１），（２）

の問いに答えなさい。

(１) ＢＥ＝ＤＦとなることを証明しなさい。

［証明］

(１)

(２) 線分ＥＤと線分ＤＣの長さの比が，ＥＤ：ＤＣ＝１：３のと

き，四角形ＨＢＦＤの周の長さは△ＥＨＤの周の長さの何倍か，

求めなさい。

倍(２)

４ 次の図で，㋐は関数 y＝－ x のグラフである。点Ａ，Ｂは２

㋐上の点であり， x 座標はそれぞれ－２，６である。２点Ａ，Ｂ
を通る直線を㋑とし，原点Ｏを通り㋑に平行な直線を㋒とする。

㋒上の点Ｃは㋐上にある。このとき，下の(１)～(３)の問いに答

えなさい。

(１) 関数 y＝－ x について， x の変域が－２≦ x ≦６のとき，２

y の変域を求めなさい。

(１)

(２) 直線㋑の式を求めなさい。

(２)

(３) △ＡＢＣの面積を求めなさい。ただし，原点Ｏから(０，１)，

(１，０) までの距離を，それぞれ１cmとする。

cm２(３)

Ａ

Ｂ

Ｈ

Ｅ

Ｄ

Ｃ Ｆ

Ｇ

y
xＯ

Ｃ

Ａ

Ｂ

㋐

㋒

㋑

１
４

１
４

５ 次の(１)，(２)の問いに答えなさい。

(１) 図１のように，同じ大きさの正方形の紙を１枚ずつ，その一

部を重ねて横１列に並べてはる。はるときには，紙の４か所を

画びょうでとめ，重ねた部分は１個の画びょうでとめる。美咲

さんは，紙をはるために必要な画びょうの個数について考えた。

［美咲さんの説明］が正しくなるように，アにはあてはまる数

を，イにはあてはまる式を書きなさい。

図１

［美咲さんの説明］

例えば，図２のように，１枚はるとき，２枚はるとき，３枚は

るときについて考えます。

図２

・１枚はるときは，重ねた部分がないので，４個の画びょうが必

要です。

・２枚はるときは，重ねた部分が１か所あるので，４×２－１＝７

より，７個の画びょうが必要です。

・３枚はるときは，重ねた部分が２か所あるので，４×３－２＝１０

より，１０個の画びょうが必要です。

このように考えると，４枚はるときは，重ねた部分が３か所あ

るので， ア 個の画びょうが必要であり， m枚はるときは，重
ねた部分が ( イ ) か所あるので， ( ３ m＋１ ) 個の画びょう
が必要です。

(１) ア イ

(２) 図３のように，同じ大きさの正六角形の紙を１枚ずつ，その

一部を重ねて横１列に並べてはる。はるときには，紙の６か所

を画びょうでとめ，重ねた部分は２個の画びょうでとめる。こ

のとき， n 枚の紙をはるために必要な画びょうの個数を， n を
用いた式で表しなさい。ただし， n は自然数とする。

図３

(２) 個

……

１枚はるとき ２枚はるとき ３枚はるとき

……

n枚

裏 合 計



令和３年度 数 学 採 点 基 準

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

(１) １８ ５点

(２) １．１ a 円 ５点

(３) ２ ２ ５点

－３ a ＋１
１ (４) b ＝ ５点

２

(５) x ＝１，y ＝２ ５点

(６) x ＝－７，０ ５点

(７) ウ ５点 ３５
点

(１) ９ ５点

(２) ５点

(３) ５点

２ （４） ６ cm ５点

（例）

(５) ５点

２５
点

Ａ Ｂ

Ｃ
Ｐ

ℓ

２
１
１

３
１４

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

［証明］（例）
△ＢＥＣと△ＤＦＣにおい
て
四角形ＡＢＣＤと，四角形
ＥＣＦＧは正方形であるか
ら，
ＢＣ＝ＤＣ･･･①

(１)
ＥＣ＝ＦＣ･･･②

５点∠ＢＣＥ＝∠ＤＣＦ＝９０°

３
･･･③

①②③より，
２組の辺とその間の角がそ
れぞれ等しいから，
△ＢＥＣ≡△ＤＦＣ
合同な図形の対応する辺は
等しいから，
ＢＥ＝ＤＦ

（２） 倍 ５点 １０
点

（１） －９≦ y ≦０ ５点

４ （２） y ＝－ x－３ ５点

（３） １２ cm２ ５点 １５
点

ア １３ ５点

（１)

５ イ m－１ ５点

１５（２） ４ n＋２ 個 ５点
点

合 計 １００点

２
１１



令和３年度一般選抜学力検査問題

数 学
（ ２時間目 ６０分 ）

注 意

１ 問題用紙と解答用紙の両方の決められた欄に，受検番号と氏名を記入しなさい。

２ 問題用紙は開始の合図があるまで開いてはいけません。

３ 問題は 1 ページから９ページまであり，これとは別に解答用紙が 1 枚あります。

４ 答えは，すべて解答用紙に記入しなさい。

５ 問題用紙等を折ったり切り取ったりしてはいけません。

氏 名受検番号

ynaka
一般
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1  次の（ 1）～（15）の中から，指示された 8 問について答えなさい。

（ 1） 4 − （ − 6 ） × 2 を計算しなさい。

（ 2） − を計算しなさい。

（ 3）（ ≈ − 3 ¥ ）（ ≈ ＋ 4 ¥ ）− ≈ ¥ を計算しなさい。

（ 4）  a ＝   3  − 1 のとき， a2 ＋２ a の値を求めなさい。

（ 5） 方程式 ≈ ＋ 1 ＝ 10 を解きなさい。

（ 6） 紅茶が 450 mL，牛乳が 180 mLある。紅茶と牛乳を５：３の割合で混ぜて，ミルクティー

をつくる。紅茶を全部使ってミルクティーをつくるには，牛乳はあと何mL必要か，求めな

さい。

（ 7） 連立方程式 を解きなさい。

（ 8） 方程式 2 ≈2− 5 ≈ ＋ 1 ＝ 0 を解きなさい。

（ 9） 右のグラフは，あるクラスの 20 人が，読書週間に読んだ

本の冊数と人数の関係を表したものである。この 20 人が読

んだ本の冊数について代表値を求めたとき，その値が最も

大きいものを，次のア～ウから１つ選んで記号を書きなさ

い。 

（10）  n は自然数である。10＜   n ＜ 11 を満たし，     7 n が整数となる n の値を求めなさい。

≈ − 2 ¥
2

3 ≈ − ¥
6

3 
2

   ≈ ＋ 4 ¥ ＝ − 1

  − 2 ≈ ＋ ¥ ＝11

ア 平均値 イ 中央値 ウ 最頻値

7
6
5
4
3
2
1
0 0 1 2 3 4 5 6 7 8

（人）

（冊）

読んだ本の冊数
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（11） 右の図で，∠ x の大きさを求めなさい。

（12） 右の図で，おうぎ形の半径は 5 ㎝，中心角は 240 ° である。

このおうぎ形の面積を求めなさい。ただし，円周率をπ とす

る。

（13） 右の図のように，円 O の周上に 3 点 A ，B ，C がある。線

分 A B の長さが半径 O A の長さに等しいとき，∠ B A C の大

きさを求めなさい。

（14） 右の図のように， A B ＝ 2 ㎝， B C ＝ 3 ㎝，∠ B ＝90°  の

直角三角形 A B C がある。この直角三角形 A B C を，辺 A B 

を軸として 1 回転させてできる円錐の体積は，辺 B C を軸と

して 1 回転させてできる円錐の体積の何倍か，求めなさい。

（15） 右の図で，立方体 A B C D − E F G H の体積は 1000 ㎝3 

である。三角錐 H − D E G において，△ D E G を底面とした

ときの高さを求めなさい。

44°

62° ≈

240°

5㎝

78°B

C

O

A

B C

A

B

C

G

FE

H

D

A
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2  次の（ 1）～（ 4）の問いに答えなさい。

（ 1） 次の①，②の問いに答えなさい。

① 関数 ¥ ＝  で，≈ の値が 1 から 3 まで増加するときの変化の割合を求めなさい。求め

る過程も書きなさい。

② 右の図において， は関数 ¥ ＝ a ≈2 ， は 

関数 ¥ ＝ b ≈2 ， は関数 ¥ ＝ c ≈2 ， は関数 

 ¥ ＝ d ≈2 のグラフである。 a ， b ， c ， d の

値を小さい順に左から並べたとき正しいもの

を，次のア～エから 1 つ選んで記号を書きな

さい。

（ 2） 1 から順に自然数が 1 つずつ書かれているカードがある。次の表のように，これらのカ 

ードを，書かれている数の小さい順に 1 行目の 1 列目から矢印に沿って並べていく。

① 6 行目の 1 列目のカードに書かれている数を求めなさい。

②  n 行目の 3 列目のカードに書かれている数を，n を用いた式で表しなさい。

6
≈

ア  c ， d ， a ， b

イ  b ， a ， d ， c

ウ  d ， c ， b ， a

エ  c ， d ， b ， a

１行目

２行目

３行目

４行目

…

1
10

…

2
9

…

3
8

…

4
7

…

5
6

…

１列目 ２列目 ３列目 ４列目 ５列目

表

Ｏ
≈

¥
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（ 3） 図のように，三角形 A B C がある。点 D は辺 A B 上にあり，A B ⊥ C D である。辺 C A  

上に，∠ B C D = ∠ B P D となる点 P を，定規とコンパスを用いて作図しなさい。ただし，

作図に用いた線は消さないこと。

（ 4） サイクリングコースの地点 S から地点 G まで自転車で走った。地点 S から地点 G までの

道のりは 30 ㎞である。午前 10 時に地点 S を出発し途中の地点 R まで時速 12 ㎞で走り，

地点 R から地点 G まで時速 9 ｋｍで走ったところ，午後 1 時に地点 G に到着した。地点 S か

ら地点 R までと，地点 R から地点 G までのそれぞれの道のりとかかった時間を知るために，

麻衣さんは道のりに着目し，飛鳥さんはかかった時間に着目して，連立方程式をつくった。

2 人のメモが正しくなるように，ア，ウにはあてはまる数を，イ，エにはあてはまる式を

書きなさい。

B C

D

A

地点 S から地点 R までの道のりを ≈ ｋｍ，

地点 R から地点 G までの道のりを ¥ ｋｍと

すると，

 ≈ ＋ ¥ ＝

 ＝ 3

ア

イ

［麻衣さんのメモ］

地点 S から地点 R まで走るのにかかった

時間を ≈ 時間，地点 R から地点 G まで走

るのにかかった時間を ¥ 時間とすると，

 ≈ ＋ ¥ ＝

 ＝ 30

ウ

エ

［飛鳥さんのメモ］
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3  次の（ 1）～（ 3）の問いに答えなさい。

（ 1） 図 1 のように，三角形 A B C がある。点 D ， E は，それぞれ辺 A B ，A C 上の点であり， 

 D E // B C である。このとき，△ A B C ∽△ A D E となることを証明しなさい。

（ 2） 四角形 A B C D があり，点 A と C ，点 B と D をそれぞれ結ぶ。次の《条件》にしたがっ

て，点 E ， F ，G ，H を，それぞれ辺 A B ，B C ， C D ，D A 上にとり，四角形 E F G H 

をつくる。

① ［詩織さんの説明］が正しくなるように， にあてはまる言葉を書きなさい。

B C

D E

A
図 1

・ A E ＝ E B ， B F ＝ F C

・ E H // B D ， F G // B D

《条件》

ⓐ

図 2 において，四角形 E F G H は平行四辺形になります。

［証明］

仮定より， A E ＝ E B ， B F ＝ F C だから，

 E H ： B D ＝ F G ： B D ＝ 1 ： 2

したがって， E H ＝ F G …①

 E H // B D ， F G // B D だから，

 E H // F G …②

①，②より から，

四角形 E F G H は平行四辺形である。
ⓐ

［詩織さんの説明］

B

C

D

E H

F G

A
図 2
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② ［詩織さんの説明］を聞いた健太さんは，四角形 E F G H がひし形になる場合につい

て考えた。［健太さんの説明］が正しくなるように，ⓑにあてはまるものを下のア～オ

から 1 つ選んで記号を書きなさい。

（ 3） 図 3 のように，四角形 A B C D があり， A C ⊥ B D である。点 E ， F ， G ， H は，それぞ

れ辺 A B ， B C ， C D ， D A 上の点であり， A E ： E B ＝ C F ： F B ＝ 2 ： 1 ， E H // B D ， 

 F G // B D である。四角形 A B C D の面積が 18 ㎝2 のとき，四角形 E F G H の面積を求め

なさい。

詩織さんが説明しているように，四角形 E F G H は平行四辺形になります。

さらに，四角形 A B C D の条件として， を加えます。

このとき，《条件》にしたがって四角形 E F G H をつくると，四角形 E F G H 

はいつでもひし形になります。

ⓑ

［健太さんの説明］

ア ∠ B A C =∠ B D C

イ ∠ B A C =∠ D C A

ウ ∠ A C B =∠ A D B

エ  A C = B D

オ  A C = A D

B

C

D

E H

F G

A
図 3
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4  次の（ 1），（ 2）の問いに答えなさい。

（ 1） 次の図のように，袋の中に整数 1 ，2 ，3 ，4 ，5 が 1 つずつ書かれている玉が 5 個入っ

ている。このとき，下の①，②の問いに答えなさい。ただし，どの玉が取り出されること

も同様に確からしいものとする。

① この袋の中から玉を 1 個取り出し，書かれている数を確かめた後，玉を袋に戻す。再

びこの袋の中から玉を 1 個取り出し，書かれている数を確かめる。はじめに取り出した

ときの玉に書かれている数を ≈ とし，再び取り出したときの玉に書かれている数を ¥ と

する。 ≈ ＞ ¥ になる確率を求めなさい。

② この袋の中から同時に 2 個の玉を取り出すとき，少なくとも 1 個の玉に書かれている

数が偶数になる確率を求めなさい。

（ 2）「 3 けたの自然数から，その数の各位の数の和をひくと， 9 の倍数になる」ことを，次の

ように説明した。［説明］が正しくなるように，アに説明の続きを書き，完成させなさい。

１

２３ ５

４

［説明］

3 けたの自然数の百の位の数を a ，十の位の数を b ，一の位の数を c とすると， 3

けたの自然数は，100 a ＋10 b ＋ c と表すことができる。各位の数の和をひくと，

ア

したがって，3 けたの自然数から，その数の各位の数の和をひくと，9 の倍数になる。
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5  次のⅠ ，Ⅱ から，指示された問題について答えなさい。

Ⅰ  次の図のように， 2 点 A （ 8 ， 0 ），  B （ 2 ， 3 ）がある。直線㋐は 2 点 A ， B を通り，直

線㋑は 2 点 O ， B を通る。点 C は，直線㋐と ¥ 軸の交点である。次の（ 1）～（ 3）の問いに答え

なさい。

（ 1） 線分 A B の長さを求めなさい。ただし，原点 O から（ 0 ， 1 ），（ 1 ， 0 ）までの距離を，

それぞれ 1 ㎝とする。

（ 2） 直線㋐の式を求めなさい。求める過程も書きなさい。

（ 3） 直線㋑上に， ≈ 座標が 2 より大きい点 P をとる。△ C O P の面積と△ B A P の面積が等

しくなるとき，点 P の ≈ 座標を求めなさい。

㋐

㋑

B

C

AO
≈

¥
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Ⅱ  次の図のように， 2 点 A （ 3 ， 4 ），  B （ 0 ， 3 ）がある。直線㋐は 2 点 A ， B を通り，直

線㋑は関数 ¥ ＝ 3 ≈ − 5 のグラフである。点 C は直線㋑と ≈ 軸の交点，点 D は直線㋑と ¥ 軸の

交点である。次の（ 1），（ 2）の問いに答えなさい。

（ 1） 2 点 B ， C を通る直線の式を求めなさい。求める過程も書きなさい。

（ 2） 直線㋑上に， ≈ 座標が正である点 P をとる。

① 線分 B D の長さと線分 P D の長さが等しくなるとき，点 P の ≈ 座標を求めなさい。

② 点 P の ≈ 座標が 3 より大きいとき，直線 O P と直線㋐の交点を Q とする。△ O B Q の

面積と△ A P Q の面積が等しくなるとき，点 P の ≈ 座標を求めなさい。

㋐

㋑

B

C

D

A

O
≈

¥



令和３年度

数 学
（解  答  用  紙）

小 計

表 合 計

１

受検番号 氏 名

（１）

（２）

（３）

（４）

（５） ≈ ＝

（６） mL

（７） ≈ ＝         ,  ¥ ＝

（８） ≈ ＝

（９）

（10） n ＝

（11） °

（12） ㎝2

（13） °

（14） 倍

（15） ㎝

合  計

小 計

２

（１）
①

（過程）

        答  　                   
   

②

（２）
①

②

（３）

（４）

ア

イ

ウ

エ

B C

D

A



５－Ⅰ

５－Ⅱ

小 計

小 計

小 計

小 計

３

４

（１） ㎝

（２）

（過程）

        答  　                   
   

（３）

（１）

（過程）

        答  　                   
   

（２）
①

②

（１）
①

②

（２）ア

（１）

［証明］

（２）
① ⓐ

② ⓑ

（３） ㎝2

裏 合 計



学令和３年度 数 学 採 点 基 準

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

(1) １６ ４点

(2) ４点

(3) －１２ ４点x y２ ２

(4) ２ ４点

(5) ６ ４点x ＝

(6) ９０ ４点mL

(7) －５ １ ４点x y＝ ， ＝

(8) ４点１ x ＝

(9) ４点ウ

(10) １１２ ４点n ＝

(11) ４点１０６ °

(12) ４点cm２

(13) ７２ ４点°

(14) ４点倍

(15) ４点 ３２cm
点

～

か

ら

８

問

選

択

(1)

(15)

４
５ １７±

y
６
５

２
３

３
３

１０

３
５０ π

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

（例）（過程）
の値が１から３までx

増加するとき， の増x
加量は，
３－１＝２
の増加量は，y

① ４点
したがって，変化の割

(1) 合は，

－２答

② ４点エ

① ３０ ２点

(2)

② ５ －２ ４点n

２
（例）

(3) ５点

３０ア

３点

イ

(4)

３ウ

３点

１２ ＋９ ２５エ x y
点

３
６

１
６

－ ＝－４

２
４

－ ＝－２

１２ ９

x y
＋

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｐ



問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

（例）［証明］
∠Ａは共通…①
ＤＥ ＢＣより，平行線の//
同位角は等しいから，

(1) ∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＥ…② ４点
①，②より，
２組の角がそれぞれ等しい
から，
△ＡＢＣ∽△ＡＤＥ

（例）３
① １組の対辺が平行で ４点ⓐ

その長さが等しい
(2)

② ４点ⓑ エ

(3) ８ ４点 １６cm２

点

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

① ４点

(1)

② ４点

４
（例）
100 +10 + ( + + )a b c a b c-

a b＝99 + 9
(2) ＝9(11 + ) ４点ア a b

11 + は整数だから，a b
9(11 + ) は９の倍数 １２a b
となる。 点

５
２

１０
７



問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

(1) ５点cm

（例）（過程）

求める直線㋐の式を ＝ ＋ とすると，y a x b
この直線は，２点Ａ（８，０），Ｂ（２，３）を通るので，傾きは，

＝ ＝－a

したがって，求める直線の式は， ＝－ ＋ と表すことができる。y x b５
(2) この直線は（８，０）を通るから， ５点

－

y x b x y bⅠ
＝－ ＋ に ＝８， ＝０を代入すると，０＝－ ８＋×

これを解くと， ＝４b
よって，

＝－ ＋４y x ＝－ ＋４答 y x

(3) ３ ５点

（例）（過程）

点Ｃは 軸上の点であるから， 座標は０である。x y
＝３ －５に ＝０を代入すると，y x y

０＝３ －５x
＝x

よって，点Ｃの座標は（ ，０）である。

直線ＢＣは 軸上の点Ｂ（０，３）を通るから，切片は３である。y
(1) したがって，直線ＢＣの式は， ＝ ＋３と表すことができる。 ５点y a x

この直線は（ ，０）を通るから，

＝ ＋３に ＝ ， ＝０を代入すると，０＝ ＋３
５ y a x x y a－

これを解くと， ＝－
Ⅱ a

よって，
＝－ ＋３

y x＝－ ＋３
答 y x

① ５点

(2)

② ５点 １５
点

合 計 １００点

と

か

ら

１

問

選

択

Ⅰ

Ⅱ

２４
５

１０
５

４

３
５

３
５

３
５

３
５

５
９

５
９ ５

９

２－８
３－０

２
１

２
１

２
１

２
１

２
１

２
１

３
５

５３
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